
編  修  趣  意  書  

（教育基本法との対照表） 

 

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

102-211 高等学校 保健体育 保健体育  

※発行者の 

番号・略称 

※教科書の 

記号・番号 
※教 科 書 名 

183・第一 
保体 703 

保体 704 

高等学校 保健体育 Textbook 

高等学校 保健体育 Activity 

 

１．編修の基本方針 

①「Textbook」「Activity」の２分冊で構成し，特に「Activity」において主体的な学習に取り組むための素

材を多く用意し，運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考

すること，判断すること，他社に伝える力の育成を図れるように配慮した。 

②「Textbook」では，１つの学習項目を見開き構成でまとめ，各項の冒頭に，学習のねらいを「クエスチョ

ン」として端的に示すとともに，それに対応するものとして，各項の最後に「リフレクション」を設け，

学習の要点を把握しやすくすることで，個人が自主的にその能力を伸ばすことができるよう配慮した。 

③基礎・基本となる学習内容を重視し，記述内容を精選した。また，生徒にとって学習内容が理解しやすく

なるよう，できるだけ平易な記述とし，図版や写真による視覚的な補足をした。 

④「Textbook」では，「ケーススタディ」を設け，本文内容の理解を一層深めるとともに，健康生活や生涯

スポーツの践力を高めるための話し合いの手法の指針を示し，実践できるように配慮した。 

⑤「Textbook」では，随所に「ピクチャースタディ」を設け，本文内容の理解を深めたり，学習への興味・

関心を高めたりするような内容を扱うことにより，幅広い教養を身につけることができるよう配慮した。 

⑥保健体育に関する職業について，前見返しや「キャリアインタビュー」で多く取り上げ，学習内容と将来

を結び付けて考えられるよう配慮した。 

⑦「Activity」では，さまざまな話し合いの手法，発表の手法を紹介し，主体的に課題の発見や問題解決に取

り組むことができるよう配慮した。 

 

２．対照表 

 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

第１章 

現代社会と健康 

・健やかな身体を養ううえで必要な，生活習慣や感染症など

の幅広い知識と教養を身につけ，多角的な考察ができるよ

う配慮した（第１号）。 

(Textbook)p.6 ～

33，(Activity) p.4～

7 

第２章 

 安全な社会生活 

・安全な社会の形成のために，公共の精神に基づいて主体的

に社会の形成に参画し，その発展に寄与する態度を養える

よう工夫した（第３号）。 

(Textbook)p.48 ～

51， (Activity) p.10

～13 

第３章 

生涯を通じる健康 

・思春期の心と体の成長を通して，男女の違いについて幅広

い知識と教養を身につけるとともに，お互いについて思い

やる豊かな情操と道徳心を培えるよう配慮した（第１号）。 

・妊娠から出産の過程を知り，生命を尊ぶ態度を養えるよう

留意した（第４号）。 

 

・豊富な人生経験と知識によって社会を支える高齢者の存

在を通して，生涯を通じて個人の能力を伸ばし，創造性を

培い，自主自律の精神を養うとともに，勤労を重んずる態

度を養えるよう工夫した（第２号）。 

・労働は豊かな社会づくりの基礎になるだけでなく，個人に

とっても自己実現をはかることができることを取り上げ，

職業及び生活との関連を重視し，勤労を重んずる態度を養

えるよう留意した（第２号）。 

(Textbook)p.64 ～

67 

 

(Textbook)p.70 ～

73， (Activity) p.16

～19 

(Textbook)p.76 ～

77 

 

 

(Textbook)p.78 ～

83， (Activity) p.20

～23 

 



第４章 

健康を支える環境づ

くり 

・環境汚染と健康被害の関係についての学習を通して，環境

についての幅広い知識と教養を身につけ，自然を大切に

し，環境の保全に寄与する態度を養うともに，健やかな身

体を養えるよう工夫した（第１号・第４号）。 

・消費者として，食の安全性に関して私たちに求められる役

割について取り上げ，主体的に社会の形成に参画するよう

な態度を養えるよう配慮した（第３号）。 

・わが国の保健・医療制度について，その仕組みと精神など

に触れ，自他の敬愛と協力を重んずるとともに，主体的に

社会の形成に参画するような態度を養えるよう配慮した

（第３号）。 

・世界で行われている保健活動や SDGs の学習を通じて，国

際社会の平和と発展に寄与する態度を養えるよう留意し

た（第５号） 

・健康の保持・増進のための重要な要素となる自然環境につ

いて取り上げ，自然を大切にし，環境の保全に寄与する態

度を養えるよう留意した（第４号）。 

(Textbook)p.88 ～

97， (Activity) p.26

～29 

 

(Textbook)p.100 ～

101 

 

(Textbook)p.102 ～

109 

 

 

(Textbook)p.110 ～

111，p.114～115 

 

(Textbook)p.112 ～

113 

第５章 

スポーツの文化的特

性と現代スポーツの

発展 

・世界やわが国におけるスポーツの歴史や文化に対する幅

広い知識と教養を身につけるとともに，国際社会の平和と

発展に寄与しようとするオリンピックムーブメントなど

を学ぶことで，多角的な考察ができるよう配慮した（第１

号・第５号）。 

・オリンピックムーブメントを取り上げ，自他の敬愛と協力

を重んずる精神を養えるよう留意した（第３号）。 

(Textbook)p.124 ～

127 

 

 

 

(Textbook)p.126 ～

127 

第６章 

運動やスポーツの効

果的な学習方法 

・運動技能の学び方について，自分に合った方法を考える場

面を設け，個人の価値を尊重して，その能力をのばし，自

主及び自律の精神を養うことができるよう配慮した（第２

号）。 

・自分の体力の把握方法や体力の高め方を取り上げ，健やか

な身体を養えるように留意した（第１号）。 

(Textbook)p.140 ～

143 

 

 

(Textbook)p.146 ～

147 

第７章 

豊かなスポーツライ

フの設計 

・健やかな身体を養うためにスポーツの楽しみ方を取り上

げ，生涯にわたるスポーツへの取り組みの重要性が実感で

きるよう配慮した（第１号）。 

・スポーツでの PDCA サイクルを取り上げ，個人の能力を

伸ばし，自主及び自律の精神を養えるように留意した（第

２号）。 

・総合型地域スポーツクラブやスポーツボランティアなど

を取り上げ，主体的に社会の形成に参画し，その発展に寄

与する態度を養うことができるよう留意した（第３号）。 

・将来にわたってスポーツを楽しむために現在行われてい

る対策などを学ぶことを通して，自然を大切にし，環境の

保全に寄与する態度を養えるよう工夫した（第４号）。 

(Textbook)p.156 ～

157，(Activity) p.44

～48 

(Textbook)p.158 ～

159，(Activity) p.44

～48 

(Textbook)p.160 ～

161，(Activity) p.44

～48 

(Textbook)p.162 ～

163，(Activity) p.44

～48 
 

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

 

・学校教育法第 51条１号「国家及び社会の形成者として必要な資質を養うこと」，また，第 3号「社会につ

いて，広く深い理解と健全な批判力を養い，社会の発展に寄与する態度を養うこと」等の規定を踏まえ，

私たちの暮らす社会や生活は，さまざまな法律によって成り立っていることが実感できるよう，随所にさ

まざまな法律を取り上げた。 

・読みにくい漢字には積極的にルビを添え，一般的な教養も身に付くよう配慮した。 

 

 



編  修  趣  意  書  

（学習指導要領との対照表、配当授業時数表） 

 

受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

102-211 高等学校 保健体育 保健体育  

※発行者の 
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教 科 書 名 

183・第一 
保体 703 

保体 704 

高等学校 保健体育 Textbook 

高等学校 保健体育 Activity 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

 

１．運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた思考・判断力や，他

者に伝える力を養えるようにした。 

・Textbook と Activity の２分冊構成とし，学習内容の定着を図るとともに，実践的な学習をできるよう

にし，主体的・対話的で深い学びに十分対応できるようにした。 

・Textbook の各項において，「トライ」や「グループワーク」を設置し，健康課題などを解決するための

意思決定や行動選択のあり方について，考えながら学ぶことができるよう配慮した。 

・「ケーススタディ」を要所に設け，学習内容を深め，積極的に自らの健康増進や豊かなスポーツライフ

の継続をはかるための態度を養うことができるようにした。 

・Activity の「テーマ学習」では，ブレインストーミングやプレゼンテーション，ポスター発表，レポー

ト作成などの学習形態を取り入れた。 

２．基礎的・基本的な事項を重視し，ビジュアルな紙面で保健体育に対する興味・関心を喚起できるように

した。 

・Textbook は見開き（左頁と右頁）完結の紙面構成を基本とし，授業展開のまとまりをつけた。 

・各項において，冒頭で学習のテーマ２つを「クエスチョン」として明確に示し，本文で２つのテーマを

展開し，最後に「リフレクション」を設置して学習内容を振り返ることができるようにした。 

・基本的な学習内容を重視し，平易でわかりやすく記述した。また，重要な学習内容や事項については，

横注や用語解説で丁寧に解説した。 

・随所に「ピクチャースタディ」を設けて鮮明な写真を豊富に掲載したり，大判の紙面を生かしてイラス

トや写真を大きく取り上げたりしてダイナミックでビジュアルな紙面を構築し，視覚に訴えて保健体育

に対する興味関心を喚起できるようにした。 

３．実生活の中での健康や運動について意識できるよう，身近な題材を豊富に取り上げた。 

・随所に「トピック」を取り入れて，興味・関心づけをはかるようにした。 

・保健体育に関係する職業について，前見返しや随所に設けた「キャリアインタビュー」で取り上げるこ

とによって，学習内容と将来を結び付けて考えられるようにした。 

４．心身の健康の保持・増進をはかるために必要な，知識と技能を習得できるようにした。 

・個人の健康を害するさまざまなリスクや，心身の健康の保持・増進をはかるための対策と並んで，社会

全体での，保健・医療制度の充実や自然環境の保護に向けた対策などの取り組みが重要であることを教

科書全体にわたって取り上げた。 

 

２．対照表 

 

図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 
配当 
時数 

第１章 現代社会と健康   

2 
 第１節 健康の考え方 保健 (１)－ア－(ｱ) (Textbook)p.6～9 

第２節 現代の感染症とその予防 保健 (１)－ア－(ｲ) 
(Textbook)p.10～

11,14～15 
4 



ケーススタディ 医学が進歩しても感染

症が消滅しないのはなぜだろうか？ 
保健 (１)－イ 

(Textbook)p.12～

13 

第３節 生活習慣病などの予防と回復 保健 (１)－ア－(ｳ) 
(Textbook)p.16～

25 
5 

第４節 喫煙，飲酒，薬物乱用と健康 保健 (１)－ア－(ｴ) 
(Textbook)p.26～

29，32～33 

8 

ケーススタディ なぜ，飲酒や喫煙を禁

止しないのだろうか？ 
保健 (１)－イ 

(Textbook)p.30～

31 

テーマ学習１ 飲酒について考えよう 保健 (１)－イ (Activity)p.4～7 

ケーススタディ 「No！」といえる自分

になるためには？ 
保健 (１)－イ 

(Textbook)p.34～

35 

第５節 精神疾患の予防と回復 保健 (１)－ア－(ｵ) 
(Textbook)p.36～

43 
6 

ケーススタディ どんなときにストレス

を感じるだろう？ 
保健 (１)－イ 

(Textbook)p.44～

45 

第２章 安全な社会生活   

4 
第１節 安全な社会づくり 保健 (２)－ア－(ｱ) 

(Textbook)p.48～

51 

テーマ学習２ 地域の高齢者安全マップ

をつくろう 
保健 (２)－イ 

(Activity)p.10～

13 

第２節 応急手当 保健 (２)－ア－(ｲ) 
(Textbook)p.52～

57，60～61 
6 

ケーススタディ 万一のときに対応でき

るようになるには？ 
保健 (２)－イ 

(Textbook)p.58～

59 

第３章 生涯を通じる健康   

10 

第１節 生涯の各段階における健康 保健 (３)－ア－(ｱ) 
(Textbook)p.64～

73，76～77 

ケーススタディ 子どもを健康に生み育

てるためには？ 
保健 (３)－イ 

(Textbook)p.74～

75 

テーマ学習３ 人工妊娠中絶について考

えてみよう 
保健 (３)－イ 

(Activity)p.16～

19 

第２節 労働と健康 保健 (３)－ア－(ｲ) 
(Textbook)p.78～

83 

7 
ケーススタディ 健康で充実した労働環

境をつくるには？ 
保健 (３)－イ 

(Textbook)p.84～

85 

テーマ学習４ 労働災害防止のためにで

きること 
保健 (３)－イ 

(Activity)p.20～

23 

第４章 健康を支える環境づくり   

10 
 第１節 環境・食品と健康 保健 (４)－ア－(ｱ) (ｲ) 

(Textbook)p.88～

97，100～101 



ケーススタディ ごみが環境を破壊す

る？ 
保健 (４)－イ 

(Textbook)p.98～

99 

テーマ学習５ 環境のために私たちがで

きること 
保健 (４)－イ 

(Activity)p.26～

29 

 第２節 保健・医療制度と機関 
保健 (４)－ア－(ｳ) (ｴ) 

(ｵ) 

(Textbook)p.102～

105，108～115 
8 

ケーススタディ なぜ献血・臓器移植が

必要なのだろう？ 
保健 (４)－イ 

(Textbook)p.106～

107 

第５章 スポーツの文化的特性と現代ス

ポーツの発展 

体育 体育理論 (１)－ア－

(ｱ) (ｲ) (ｳ) (ｴ) 

(Textbook)p.124～

133 

6 
ケーススタディ 現代スポーツの意義や

価値は何だろうか？ 

体育 体育理論 (１)－イ，

ウ 

(Textbook)p.134～

135 

テーマ学習６ アンチ・ドーピングにつ

いて考えよう 

体育 体育理論 (１)－イ，

ウ 

(Activity)p.32～

35 

第６章 運動やスポーツの効果的な学習

方法 

体育 体育理論 (２)－ア－

(ｱ) (ｲ) (ｳ) (ｴ) 

(Textbook)p.138～

153 

6 
ケーススタディ トレーニングのやり方

の極意は？ 

体育 体育理論 (２)－イ，

ウ 

(Textbook)p.154～

155 

テーマ学習７ 運動を安全におこなうた

めに 

体育 体育理論 (２)－イ，

ウ 

(Activity)p.38～

41 

第７章 豊かなスポーツライフの設計 
体育 体育理論 (３)－ア－

(ｱ) (ｲ) (ｳ) (ｴ) 

(Textbook)p.156～

163 

6 
ケーススタディ スポーツボランティア

に参加するには？ 

体育 体育理論 (３)－イ，

ウ 

(Textbook)p.164～

165 

テーマ学習８ スポーツライフを設計し

よう 

体育 体育理論 (３)－イ，

ウ 

(Activity)p.44～

48 

    計 88 

 

（注１）「保健」の配当授業時数は，年間授業時数を 35 単位時間として計算し，入学年次およびその次の年

次の２年間にわたり履修することを想定した。 

（注２）「体育理論」の配当授業時数は，年間授業時数を 6 単位時間として計算し，３年間にわたり履修す

ることを想定した。 
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